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Pronunciation Features in the English 
Modules: English Varieties in the Inner-Circle
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Two universities in Japan have collaboratively developed a free online 
English learning website, KANDA×TUFS English Modules Dialog. 
The website is targeted at intermediate to advanced learners of English 
and provides users with opportunities to learn linguistic and cultural dif-
ferences in English. This paper mainly explains the pronunciation aspects 
of the English Modules Dialog, describing types of the features chosen 
to give pronunciation descriptions and explaining how these descriptions 
are given on the website. As the website is designed so that its users can 
learn linguistic features of a given English dialect, one of the main types 
of pronunciation explanation is the inter-dialect differences in vowels. In 
order to facilitate understanding of native speakers’ natural speech, the 
linking of sounds and sound changes （e.g. elision and assimilation） oc-
curring frequently in the dialogues were also described. As for supraseg-


















本モジュールの開発の背景には、以下の 3点がある。 第 1に、大学など
の高等教育だけでなく、初等、中等教育における英語母語話者の教員が充



















































































































の R音性的二重母音 /ɪə˞, eə˞/と /ɑə˞, ɔə˞, ʊə˞/は、イギリス・オーストラリ




















2 It’s about that time, eh?
“abOUt”は始まりの舌の位置が高めで、「アゥ」ではなく、「オゥ」のよう
に聞こえる。Canadian Raisingという現象。“It’s about that time”は繋げて
発音されるため、「ツボウダッタイム」のように聞こえる。
 ［予定を述べる： CA］







1 The fi rst thing you need to do is fi ll out the driving licence application form.
“fIRst”は英英語では長母音 /ɜ:/で、 “r”は発音されない。 “fORm”は英英
語では長母音 /ɔ:/で、“r”は発音されない。 ［順序について述べる：UK］
2 We’ve lived here for 3 years!
“hERE”と “yEARs”/の “r”は発音されない（豪英語・英英語）。
 ［さよならを言う： AUS］









1 Okay, I’ll lock up after this email.
“after”は米英語では /æ/、英英語では /ɑ:/。 ［予定を述べる：US］


































1 Why don’t you come over for tea tomorrow night and we’ll show you where 




2 Let’s go and see if the people are alright and if they have any more informa-




























1 I accidentally knocked over your vase and it fell and smashed.
“Accidentally”は狭めで、「エ」 のように発音されている（豪英語共通）。




2 Should’ve bought one when I still had a bit of coin; before the petrol compa-




ə/にちかく、“it”の /t/は有声。“pinched it all”で、「ペンチテロー」のよ
うに発音されている。 ［数字についてたずねる：NZ］
3 OK. How do you think you’ll fi t in on campus?




表 6　語彙的なちがいの発音説明例： vase ［謝る］
US版 “vase”は米英語では /veis/、英英語では /vɑ:z/。
CA版 カナダ英語では、“vase”はアメリカ英語と同様に /veis/。イギリス英語
と豪英語では /vɑ:z/。カナダ英語では、/veiz/もときどき聞かれる。





表 7　語彙的なちがいの発音説明例： tomato ［程度についてたずねる］
US版 “tomAto”は米英語では /ei/、英英語では /ɑ:/。“tomato”の 2番目の
/t/は有声で、「トゥメイロウ」のように聞こえる。
CA版 “tomAto”はアメリカ英語とカナダ英語では /eɪ/、イギリス英語と豪
英語では /ɑ:/。“tomato”の 2番目の /t/は有声で、「トゥメイロウ」の
ように聞こえる。
UK版 “tomAto”は英英語では長母音 /ɑ:/、米英語では二重母音 /ei/。
AUS版 “tomAto”は米英語では /ei/、豪英・英英語では /ɑ:/。また、2番目の
/t/は有声で、「トゥマーロウ」のように聞こえる。





ダ英語でも音節主音の /l/ や /n/ の前で使用されることがある（Gordon 






表 8　子音の特徴および自然発話で起こる音の連続、 脱落、 変化に関する発音説明例
1 /t/有声化
リンキング
Yup, just came out of the oven.











（Is） that Brian down the end of the bar?
“down the”は繋げられて、「ダウンニ」のように発音されてい
る。“of”の /v/は発音されておらず、“end of the bar”は繋げら
れて「エンダダバー」のようになっている。
 ［例をあげる：UK］
4 開放の省略 I wanted to talk to you about my work in your class.





What about you? Any plans?
“what”の /t/は有声で，次の “about”と繋げて発音されて「ラ」













6 /zj/融合 I suppose you’re right.
“suppose you’re”は繋げられて、「サポウジュァ /サポウジャ」
のように聞こえる。 ［希望を述べる：NZ］






Been going on and on and on about it all week.









Really, though, you shouldn’t let her get to you.































 1） 表 1～9の “US”、“CA”、“UK”、“AUS”、“NZ”はそれぞれ、英語モジュー
ルの「アメリカ英語版」、「カナダ英語版」、「イギリス英語版」、「オーストラリ
ア英語版」、「ニュージーランド英語版」を指す。
 2） イギリス英語は Cruttenden （2014）、オーストラリア英語はHorvath （2008）、




1 No, no, she’s fi ne. It’s her mother.
“she’s”と “mother”に対比のアクセントが置かれている。
 ［許可を求める：UK］




3 I’d really like to go, but it depends…
“like”に強調のアクセントが置かれている。「行きたい気持ちはあるが、
～」 ［条件をつける：UK］
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【インターネット資料】











????#1 男性 Chicago 4年 日本人女性と結婚。
#2 女性 Colorado 4年 母親は日本人。
#28 男性 New York 4年 ヒスパニック系。
#28 女性 California 3年 ―
???
#1 男性 Alberta 11年 14–21歳の間New Brunswickに居住。
#1 女性 Manila 2年半 13歳でフィリピンからカナダに移住。
#3 女性 Ontario 1年半 ―
#5 男性 Ontario 2年 来日前、韓国に合計 8年居住。
#7 男性 Vancouver 5年 日本に 3年居住後、韓国に 5年居住
し、再度来日。
????























#3 女性 Canberra 15年 日本人男性と結婚
#4 女性 Melbourne 1年 18–20歳の間 Queensland、 30-35歳
の間タスマニアに居住。来日前、韓
国に 4年居住。






















計 7年 11歳でWellington （NZ北島）に移
住。15歳の頃 1年日本に留学。
